




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るのだが、この龍はないのである。四つの熱悩は、金趐鳥が食べる苦と婬欲を行う時に本来の身体通りになる苦と鱗に小さな虫がいる苦と熱い砂が体につく苦とである。摩耶斯は大きな体であるという語であり、優鉢羅はこの龍が青蓮の池にいるので、名付けたのである。若干は定っていない数であり、数えられないものである。 ）四の緊那羅王、法緊那羅王と妙法緊那羅王と大法緊那羅王と持法緊那羅王が各各若干の百千の睠属を連れて来ていて（法 は四諦を号し、妙緊は十二因縁を号し、大 は六度を号し、持緊は一乗を号してい である。六度は六波羅蜜である。 ）四 乾闥婆王、楽乾闥婆 楽音乾闥婆 美乾闥婆王と美音乾闥婆王がそれぞれ若干百千眷屬を連れて来ていて（楽は音楽であり、歌舞等の芸である。楽音は音楽の音で、鼓を打つ節であり、管弦 言うのである。美は美し ことで、 の芸のなかで最もうまくやることである。美音 音楽の音の中で最も善ものである。 ）四 阿修羅王、婆稚阿修羅 と佉羅鶱馱阿修羅王と毘摩質多羅阿修羅 羅睺阿修羅れ眷属若干百千 連れて来ていて （婆稚は縛られ という語で、争いを好み、自ら軍の前に行き、帝釈に縛られるのである。佉羅騫は肩が広いという語で、海 水を高く立ち ぼらせ のである。
摩質多は海の波の音で
あるという言葉 、海の水を打ち、波を起こす である。羅睺阿脩 は本来の身長が七百由旬で、大きな威力がある。自ら思うに忉利天王と日月諸天が自分の上で動いて 。日月 捕えて、耳の珠にしようとし とてつもなく怒りの心をおこし、兵を挙げ、たたか をする時に帝釈の前の軍が先に日 光を放ち、阿修羅 目を射り、見えなくすると、阿修羅が手で日 遮ると、日食するの ある。阿修 は四種類である。鬼趣につくものは鬼の道におり、法を護持す 力 神通を起こし、空に入り、 阿修羅 卵を割って生まれるのであ 。人趣につくものは天で徳がよくなく振り落されて 降りて 傍に住む。この阿修羅 腹んで ものである。天趣につくものは世界をつかみ持ち、力 非常に満ち、恐いも なく、梵天帝釈四天王 競 。こ 阿修羅 成りて生まれるのである。畜生趣につくものは、各別に悪い阿修羅が海の中 行き 海の水がわく穴に入っ おり、朝は虚空に出て遊び、夕方は水に行き眠る。この阿修 は湿っ 気で出来て生まれるも である。こ 法華において阿修羅たちは天趣である。 ）四の迦楼羅王、大威徳迦楼羅王と大身迦楼羅王と大満迦楼羅 と如意迦楼
??????????????????????
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があらわれ、 の始りを示している。大体において文の切 目は場面のかわる所であっ 。　
文末の니は、 その後に来る라や다などを省略したものと考えられる。 省略により待遇を低めたものであろう。
??????????????????????
????
これは十九世紀後の会話体で敬意を表わすに使われた오이다の이다が省れ、오となり待偶が低くなるのと同様の現象であろう。　
語の解釈は現代語からの類推をできるだけ避け、漢字と訳語を対応させ、漢字の意味を採用した。それは注で
示している。この結果、これまで現代語への対訳では広義となり、訳文が明確でなくなることがある 、それを防げた。　『釋譜詳節第十三』の残りの部分は「方便品」の編訳である。これについても原稿は作成して有るが、紙数の制限で「序品」に限定することにした。注　一
　
安秉禧（一九七九）一一二頁。千柄植（一九八五） 。
　
二
　
前問（一九二四）が典型的である。
　
三
　
김영배（一九九 ）の訳注。 『역주
　
석보상절제
13・
19』所収。
　
四
　
意図法については李崇寧（一九八 ）に簡潔な解説がある。他の解釈もあるが、本論文はこれに従っている。
???????????????????????????????????? ???????????
????
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